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論文審査の要旨 

 

遺伝子組み換え技術の革新により、その技術を利用した食品（ＧＭ食品）は

世界的に拡大した。ＧＭ食品による健康被害は報告されていないが、過去の報

告では日本人は受容から抵抗まで様々である。日本人のＧＭ食品への意識を明

らかにし、ＧＭ食品の正しい理解に基づく消費行動を促すリスクコミュニケー

ションの検討を目的に 4か国（日米英仏）比較研究を行った。 

方法は、2013 年 4 月～5月、各国 450 名に Web 調査を実施した。①帰属情報、

②健康被害に対する恐怖感、③ＧＭ作物への抵抗感、④GM 食品を品種改良作物

に名称を変えた場合の抵抗感、⑤ＧＭ技術と食品に関する科学的説明を理解す

るモチベーションと⑥理解度、⑦ＧＭ食品への支払い意思額(Willingness to 

pay: WTP)を調査した。 

結果は、4か国全てがＧＭ食品に一定の抵抗感を示し、上記①〜⑥については

概ね仏国が抵抗感が最も強く（＜0.01）、次は日本であった。帰属情報には一定

の傾向があるものの、決定要因ではなかった。仏米英の３国は、ＧＭ食品の安

全性を示す科学的データと全ての食品が持つ危険の理解がＧＭ食品の受容につ

ながるとしたが（＜0.01）、日本の消費者はＧＭ技術は受容できるが、GM 食品は

拒否を示した（＜0.01）。ＧＭ食品の購入意思がある者のＷＴＰは、日本人は 3

割引き（他 3国は 2 割引き）を示した。 

以上より、ＧＭ食品には負の言外認知があり、GM 技術の利点と安値感などの

消費者が望む情報提供が GM 食品の適切な理解のきっかけになると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに公衆衛生学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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